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大鹿保育所 現場見学会
箱桁へ潜入

空 洞

8角形の開口部から中へ潜入

現場にあるショベルカーに乗り、

運転操作体験もしました。

護岸で遊ぶ園児たち。やっぱりこういう

所で遊ぶのが1番たのしそうです。

現在施工中である、塩川床固工群塩川PC橋は全体の全貌が見えてきました。

このPC橋、実は中が空洞！

『橋の中って入れるの？』

大鹿村保育所園児が中へ入って体験。

7月18日(火)に、昭和コンクリート工業㈱が施工する塩川橋PC上部工事で、大鹿村保育所 園児22名が、現

場見学会を行いました。

以前から、大鹿村保育所と交流を考えていた小渋川砂防出張所の提案により、普段は一般の人が入る事の出

来ない箱桁の中に入り、園児たちはたのしみながら貴重な体験をしました。

箱桁の中は、大人が中腰で歩ける程度、園児たちはこ

の空間で大はしゃぎ。

園児、先生もはじめての体験です。この場所は、橋の

点検を行う時などに人が入れるようになっています。



工事名

祝

㈱吉野組
平成29年度 天竜川水系小
渋川砂防管内整備工事

進捗率 7月末 40%

大鹿夏祭りに向けて、小渋川
堤防除草作業を行っていま
す。

重要無形民俗文化財指定
大 鹿 歌 舞 伎

工 事 情 報

現在、小渋川砂防出張所管内において、５箇所で工事が行われています。どの現場も施工が最盛期となっております。

暑い中での現場作業ですが、どの現場も熱中症対策を万全に行いながら、安全作業で工事を進めています。

大鹿歌舞伎は、平成29年3月3日、地芝居の分野では全国で初となる『重要無形民俗文化財』に指定さ
れました。重要文化財の指定は、民族文化財の最高位の評価であり、これにより地芝居大鹿歌舞伎は、地
域の中で脈々と継承されてきた日本を代表する文化財として広く認知されたわけです。
このことにより、7月8日（土）大鹿村村長始め、約80名出席の基、記念式典が大鹿村交流センターで盛
大に開催されました。大鹿歌舞伎上演では、『一谷嫩軍記 須磨浦の段』が行われました。

大鹿歌舞伎を残した先達、大鹿歌舞伎保存
会員、大鹿村民の方々が歌舞伎を愛し、今日ま
で絶えることなく伝承してきました。
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長豊建設㈱
平成28年度 天竜川水系塩
川第2砂防堰堤付替道路工
事

進捗率 7月末 69.5%

河川内の護岸工事が完了し、
付替道路の工事を行ってい
ます。

神稲建設㈱
平成28年度 天竜川水系塩
川第2砂防堰堤工事

進捗率 7月末 9.8%

堰堤施工の為に仮締切盛
土を行っています。

大協建設㈱
平成28年度 天竜川水系塩
川床固工群工事

進捗率 7月末 35%

塩川の床固工事を行ってい
ます。

昭和コンクリート工業㈱
平成28年度 天竜川水系塩
川橋PC上部工事

進捗率 7月末 64.7%

橋梁本体が完了し、橋梁ま
わりの護岸や取付道路の施
工を行っています。
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